
令和8年度

　　　 一般社団法人
　　　 福岡県ラグビーフットボール協会

会員総会資料

　　　　　　　　　日 時　　　令和 ８年 ６月６日 （土） 　１６ 時 ～

　　　　　　　　　場 所　　　福岡中央銀行 本店 ７階 大会議室

（一社）福岡県ラグビーフットボール協会



　　１　開　会　の　辞

　　２　会 長  挨 拶

　　３　協会役員等紹介

　　４　講　　　演

②インティグリティ講演
　　テーマ：インテグリティへの取組み
　　講　師：堀内 恭彦 氏
　 　　（一社）福岡県ラグビーフットボール協会　理事/弁護士

　　５　活動報告

　（1）　令和７年度　事業報告

　（2）　令和８年度　事業計画

　（3）　個人登録料の改定について

　（4）　令和７年度　収支決算報告

　（5）　令和８年度　収支予算（案）

　（6）　その他

　　６　閉　会　の　辞

次　　　　　第



≪ 役 員 ≫ 会 長 荒 木 英 二

副 会 長 松 岡 英 雄

副 会 長 今 林 秀 明

副 会 長 村 上 純 ※新任

副 会 長 中 川 英 二 郎 ※新任

≪ 理 事 ≫ 理 事 長 伊 藤 節

書 記 長 兒 島 圭

会 計 役 山 口 伸 之

理 事 相 川 み ど り

理 事 増 村 政 信

理 事 笹 井 賢 治

理 事 堀 内 恭 彦

理 事 濱 田 修 一

理 事 下 川 兼 典

理 事 吉 岡 泰 一

≪ 監 事 ≫ 監 事 西 口 信 三

≪ 顧 問 ≫ 顧 問 鬼 木 誠

顧 問 渡 邊 勝 将

顧 問 浦 伊 三 夫

顧 問 坪 田 晋

顧 問 吉 田 幸 正 ※新任

≪常任委員≫ 競 技 委 員 長 天 野 圭 一 郎

レ フ リ ー 委 員 長 古 賀 靖 弘

安 全 対 策 委 員 長 石 蔵 慶 典

コ ー チ 委 員 長 渡 邊 敏 行

強 化 委 員 長 寺 田 正 治 ※新任

ﾒﾃﾞｨｶﾙｿｻｴﾃｨ委員長 櫻 井 立 太

普 及 特 命 担 当 小 野 創

普 及 育 成 委 員 長 布 巻 浩 二

中 学 委 員 長 明 石 浩 司

高 校 委 員 長 小 林 稔 啓 ※新任

大 学 ・ 高 専 委 員 長 星 野 剛

クラブ・社会人委員長 日 下 部 仁

女 子 委 員 長 徳 田 謙 介

福 岡 市 協 会 理 事 長 内 田 宗 暁

北 九 州 協 会 書 記 長 藤 井 行 人

南 部 協 会 副 会 長 半 田 孝 幸

筑 豊 協 会 理 事 長 横 山 晋 祐

2026年役員理事等



1 総会
【常任委員総会】　令和7年5月18日（日）16時～　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室・Zoomミーティング
【会  員  総  会】　令和7年6月 1日（日）17時～　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室・Zoomミーティング

2 令和7年度登録チーム数（令和8年3月31日現在）

3 理事会
＜第1回＞　令和7年5月18日（日）　常任委員総会後　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室
＜第2回＞　令和8年4月25日（土）　　時間：17時～　　場所：JAPAN BASE コミュニティセンター会議室

4 常任委員会
＜第1回＞　令和7年5月18日（日）　第1回理事会後　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室

5月、6月、7月、8月、9月、10月、11月、1月、2月、3月、4月に開催（年11回）

5 企画委員会 　

事業総括

6 総務委員会

内容、取組
1） 福岡県ラグビーによる交流推進事業

①普及啓発活動（ラグビー体験教室）　　
13小学校・804名参加、指導：5チーム・延べ71名

②競技力向上事業（TOP選手によるラグビークリニック）
計2回JAPANBASEで実施。参加：5チーム・参加者数：50名、指導：2チーム・延べ10名

③国際交流推進事業（アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ）
海外：3か国・1地域から男子・女子各3チーム、選手72名、指導者18名参加　
国内：男子・女子各3チーム、選手93名、指導者15名参加
合計：男子6チーム、女子6チーム、選手165名、指導者33名参加

④「JAPAN BASE」を活用した各国代表等との交流イベント（JAPANBASE で代表選手とラグビーやってみよう）
２回JAPANBASEで実施予定。※1回実施、1回は荒天中止。
親子体験会 5 組10 名、クリニック 小学3・4 年生 51 名参加、指導者：30名

2） NSW州協会との交流推進事業
①ウーロンゴン大学ジュニアとの交流（U-14男女交流試合）
②Nanairo CUP2025へのチーム派遣依頼、要請、調整

3） ガバナンスコード整備伴う、アンケート調査、研修参加（JRFU、福岡県スポーツ協会）
4） 各種表彰に関する候補者推薦に関すること

事業総括

　※5年度からチームスクールの算定方法を変更したことにより、５・６年度はチーム数の増。

1221,670 1,347 96

令和７年度　事業報告

51115

社会人中学 大学 女子

ﾁｰﾑ登録数 3 23

ｽｸｰﾙ
（小学生）

28

ｽｸｰﾙ
（中学生）

7

クラブ高専高校

43

計 前年比

135 ＋4

7,198 ＋316643 1829581,535

　※「チーム数」の前年度比較は令和４年度チーム総数（139）との比較

　企画委員会としての開催はなかった。

　委員会としての取組みはなかったが、今後は減少傾向にある競技人口に対する取り組み、RWC2035に向けた
福岡県協会の組織基盤の強化に向けた施策を提示できるよう取り組んでいきたい。

　総務委員会としての開催はなかったが、オーストラリアNSW州ラグビー協会と交わしたMOUに基づき、
　NSW州から中学生のアジア・オセアニアフェスタ、女子チームのNanairo CUPへの参加チームの招聘を行った。
　また福岡県からの支援を受け、令和７年度福岡県ラグビーによる交流推進事業として、４つの事業を実施した。

令和7年度は福岡県ラグビーによる交流推進事業の４事業（①ラグビー体験事業、②ラグビークリニック、③アジ
ア・オセアニアラグビー交流フェスタ、④「JAPAN BASE」を活用した各国代表等との交流イベント）を主な事業とし
て展開しラグビーの普及、競技力の向上、ラグビーを通した国際交流を図ることができた。
次に組織体制の見直しを行い、常任委員会を年間を通して開催し協会内の情報共有、連携を図ることができた。
またNSW州協会との交流推進によりウーロンゴン大学ジュニアが来福し、県内チームと交流試合が実施できた
他、アジアオセアニアラグビー交流フェスタへの参加し、人的交流ができた。

個人登録数 645



7 主管試合実行委員会

事　　業
1） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2024-25 DIVISION２

第11節 九州KV 33 - 36 4/11 博多の森陸上競技場
第13節 九州KV 34 - 34 5/3 （宮崎県）山之口陸上競技場

※MM/公式試合記録員派遣

2） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2024-25 DIVISION3
第14節 LR福岡 12 - 35 5/4 久留米総合ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ陸上競技場

3） サニックスワールドラグビーユース交流大会2025 4/28～5/5 グローバルアリーナ
男子15人制、女子7人制の国際大会として実施　
男子16ﾁｰﾑ参加（国外6・国内10）　優勝：大阪桐蔭高等学校（大阪）、準優勝：佐賀工業高等学校（佐賀）　

4） 太陽生命WSS 2025チャレンジャートーナメント 5/5～6 JAPAN BASE

5） 女子アジアラグビーチャンピオンシップ2025
第1戦 女子日本代表 90 - 0 女子ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ代表 5/15 JAPAN BASE
第2戦 女子香港・ﾁｬｲﾅ代表 29 - 12 女子ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ代表 5/20 JAPAN BASE
第3戦 女子日本代表 63 - 5 女子香港・ﾁｬｲﾅ代表 5/25 JAPAN BASE

6） リポビタンDチャレンジカップ2025
第1戦 日本代表 24 - 19 7/5 ミクニワールドスタジアム北九州

７） 太陽生命 JAPAN RUGBY CHALLENGE SERIES 2025 
第1戦 女子日本代表 32 - 19 7/19 ミクニワールドスタジアム北九州

8） 太陽生命WSS 2025 第２戦（コアチーム 第2戦（北九州大会））7/20～21 ミクニワールドスタジアム北九州
女子7人制大会。コアチーム12チーム参加。DAY1：予選プール戦、DAY2：決勝トーナメント
順位　1位：ながとブルーエンジェルス、2位：ナナイロプリズム福岡、3位：PEARLS

9） 令和７年度国民スポーツ大会第45回九州ブロック大会 8/29,31
運動広場・陸上競技場

女子：予選リーグ（2勝、1位）代表決定戦　福岡県17-0長崎県　本大会出場権獲得
少年男子：代表決定戦　福岡県41- 0宮崎県　本大会出場権獲得

10) 令和7年度国民スポーツ大会「わたSHIGA輝く国スポ」 10/3～7 滋賀県野洲市
滋賀県希望が丘文化公園陸上競技場 他

女子の部
決勝 福岡県(選抜) 14 - 22 山口県(選抜) 福岡県は準優勝

小年男子の部
　　決勝 福岡県(選抜) 12 - 17 大阪府(選抜) 福岡県は準優勝
※「女子」「少年男子」ともに準優勝で、ラグビーフットボール競技総合優勝（天皇杯）獲得

11） JAPAN RUGBY LEAGUE ONE RISING 2025
WEST第2週 九州KV 40 - 38 LR福岡 10/4 JAPAN BASE
WEST第3週 LR福岡 24 - 28 中国RR 10/11 久留米陸上競技場

12） 第62回全国大学選手権大会　2回戦
福岡工業大学 30 - 29 朝日大学 11/29 JAPAN BASE

13） サニックスワールドラグビーユース交流大会2026予選会 1/1,2,3,5 グローバルアリーナ
国内 9チーム参加
決勝戦：天理高等学校 22- 3 國學院久我山高等学校　※天理高等学校　本大会出場権獲得

RD日野
BS江東

SA広島

上位4チームの日本経済大学女子ラグビー部AMATERUS、BRAVE LOUVE、早稲田大学ラグビー蹴球部女子部、アザレア・セブンが
8月17日（日）に大和ハウス プレミストドーム（北海道）で開催する
「太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2025グランドファイナル札幌大会」出場権を獲得し、次年大会への昇格を懸けて入替戦に出場

ウェールズ代表

女子スペイン代表

女子8ﾁｰﾑ参加（国外4、国内4）　優勝：関東学院六浦高校（神奈川）、準優勝：四日市ﾒﾘﾉｰﾙ学院高等学校（三重）　

女子7人制大会　10ﾁｰﾑ参加　優勝：日本経済大学女子ラグビー部AMATERUS（福岡）、準優勝：BRAVELOUVE（東京）　

ベネックス総合運動公園かきどまり 長崎市

成年男子：予選リーグ（0勝2敗、4位）代表決定戦　福岡県12-26鹿児島県　1回戦敗退（本大会出場権獲得無し）



14） 北洋建設presents Nanairo CUP北九州 『KYUSHU WOMEN’S SEVENS 2026』
女子7人制の国際大会として実施 3/20,21 ミクニワールドスタジアム北九州
女子12チーム参加（国外2・国内10）　優勝：女子SDS／シニアアカデミー　準優勝：ナナイロプリズム福岡

15） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2025-26 DIVISION１
第3節 - 12/27 （佐賀県）駅前不動産スタジアム

※MM派遣
第4節 - 1/10 ミクニワールドスタジアム北九州
第10節 BL東京 - 3/1 （鹿児島）白波スタジアム

※公式試合記録員派遣

16） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2026-27 DIVISION２
第2節 - 12/20 博多の森陸上競技場
第4節 - 1/24 博多の森陸上競技場
第5節 - 2/8 博多の森陸上競技場
第8節 - 3/14 博多の森陸上競技場

17） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2025-26 DIVISION３
第2節 - 12/21 久留米陸上競技場
第3節 - 1/11 久留米陸上競技場
第5節 - 1/31 久留米陸上競技場
第6節 雪点延期 2/8 久留米陸上競技場

- 3/22 黒崎播磨陸上競技場 in HONJO
第9節 - 3/7 久留米陸上競技場

事業総括

LR福岡 中国RR
LR福岡 26 32 中国RR
LR福岡 26 24 L戸田

LR福岡 20 33 狭山RG
LR福岡 20 18 WG昭島
LR福岡 17 40 SA広島

九州KV 19 21 GR東葛
九州KV 3 7 RH大阪
九州KV 48 50 花園L

トヨタV 29 37 BR東京
14 33 BR東京

九州KV 27 40 江東BS

　サニックスワールドラグビーユース交流大会2025、サニックスワールドラグビーユース交流大会2026予選会、令
和7年度国民スポーツ大会第45回九州ブロック大会、滋賀国民スポーツ大会、第61回大学選手権大会、JAPAN
RUGBY LEAGUE ONE 2025-26、Nanairo CUP 2026、太陽生命ｳｨﾒﾝｽﾞｾﾝﾌﾞｽﾞｼﾘｰｽﾞ2025（第2戦北九州大会）と
例年開催されてきた大会に加え、太陽生命WSS2025チャレンジャートーナメント、女子アジアラグビーチャンピオ
ンシップ2025、リポビタンDチャレンジカップ2025「日本代表ｖｓウェールズ代表」、太陽生命 JAPAN RUGBY
CHALLENGE SERIES 2025「女子日本代表ｖｓ女子スペイン代表」のテストマッチと2025年度は数多くの大会が福
岡で開催された。
　特に北九州市のミクニワールドスタジアム北九州では太陽生命ｳｨﾒﾝｽﾞｾﾝﾌﾞｽﾞｼﾘｰｽﾞ2025、女子テストマッチ、
Nanairo CUPが開催され日本女子ラグビーのメッカとなり、福岡県女子ラグビーの競技力向上につながっている。
　また、RWC2019時に最高のキャンプ地として友好関係を構築したウェールズが6年ぶりに北九州市を訪れ、日
本代表とテストマッチを行った。今回も北九州市による最高のおもてなしで歓迎し、友好関係がさらに深まった。
　国内大会においては、JAPAN RUGBY LEAGUE ONEにおいて、DIVISION１でトヨタヴェルブリッツが2年連続で
ホームゲームを開催いただき、DISION2の九州電力キューデンヴォルテクス、DISION3のルリーロ福岡のホーム
ゲームが開催され、福岡県内においてDIVISION1～3までのゲームが10回開催され、LEAGUEONEを身近なもの
と感じてもらうことができた。
　本年度は実施事業に記載の通り、いろんなカテゴリーでハイレベルの試合を例年以上に数多く開催することが
でき、多くの方々にラグビーと接する機会を提供しすることができた。今後もより一層、ラグビーが「いつでも」「どこ
でも」「誰でも」身近にある環境作りを目指していきたい。

BR東京 32 28 三重H

国外から参加の２チームはニュージーランド、アジアバーバリアンズ（日本、韓国、香港、タイなどの選手で構成）



8 競技委員会

内　　容
1） 球技場調整会議 1/11 久留米総合スポーツセンター体育館

久留米総合スポーツセンター球技場等利用調整会議
2） グラウンド利用調整会議 1/18 筑後広域公園体育館　アリーナ

筑後広域公園グラウンド分
3） 球技場等利用調整会議 2/9 ベスト電器スタジアム会議室

球技場等利用調整会議
4） 競技委員会 2/28 福岡県協会会議室

球技場等各委員会割り付け

事業総括

9 広報委員会

事　　業
1） LO第11節 受付、記録、記者会見 4/11 博多の森陸上競技場
2） 第12回福岡県高校7人制大会 写真撮影 4/13 小郡高校・福工大城東高校
3） 第12回福岡県高校7人制大会 写真撮影 4/19 オクゼン不動産スタジアム
4） サニックスワールドユース グローバルアリーナ
5） LO第14節 受付、記録、記者会見 5/4 久留米陸上競技場
6） 太陽生命女子セブンズチャレンジ記録 5/5,6 JAPAN BASE
7） 女子アジアチャンピオンシップ 記録 5/20,25 JAPAN BASE
8） 第78回全九州高校大会県予選 写真撮影 6/1,8 オクゼン不動産スタジアム
9） 記録対応 7/5 ミクニワールドスタジアム
10） 九州大学vs東京大学交流戦 動画撮影 7/13 九州大学グラウンド
11） 太陽生命女子セブンズシリーズ 記録他対応 7/20,21 ミクニワールドスタジアム
12） 記録・受付・写真撮影 7/26,27 JAPAN BASE
13） 高校花園予選放送 調整打合せ 8/7 オンライン
14） JAPAN BASE WATER GAME 写真撮影 8/24 JAPAN BASE
15） 写真撮影 8/24 JAPAN BASE
16） 花園予選ＴＶＣＭ 折衝
17） リーグワンライジング 記録対応・撮影 10/4 JAPAN BASE
18） リーグワンライジング 記録対応 10/11 久留米陸上競技場
19） 高校福岡県予選1回戦 撮影 10/12 宇美町総合スポーツ公園
20） クラブリーグ 決勝トーナメント 10/26 宇美町総合スポーツ公園
21） 高校福岡県予選準決勝 撮影 11/8 博多の森陸上競技場
22） 高校福岡県予選決勝 撮影 11/15 ベスト電器スタジアム
23） トップキュウシュウリーグ 撮影 11/24 オクゼン不動産スタジアム
24） 第62回全国大学選手権大会 広報対応 11/29 JAPAN BASE
25） 第43回中学生大会 動画配信 11/30 JAPAN BASE
26） フレンドリーマッチ 撮影 12/14 オクゼン不動産スタジアム
27） リーグワン/  D1,D2,D3 運営 12月～3月 各地 ９試合
28） 撮影 1/1-5 グローバルアリーナ
29） アジアオセアニア交流大会 撮影・動画配信・運営 1/17,18 JAPAN BASE
30） 高校新人大会準決勝 撮影 2/1 オクゼン不動産スタジアム
31） 高校新人大会決勝 撮影 2/8 JAPAN BASE
32） 全九州高校新人大会 撮影 2/23 SAGAスタジアム

事業総括

JAPAN BASEセブンズ合同トレーニングキャンプ2025

競技場等の確保ならびに円滑な利用促進。

記録補助、写真撮影、SNS 4/28～5/5

リポビタンDチャレンジカップ2025 日本代表vsウェールズ代表

女子RWC2025イングランド大会パブリックビューイング

サニックスワールドユース予選会

① 情報発信の強化
ライブ配信は自主配信、福岡県スポーツ推進基金依頼も含め４大会を実施した。
Instagramでの情報発信を強化した。
②協会のDX化
HPにて関係者専用サイトの準備を行った。
③県協会HPの情報発信
ジュニアチーム紹介を掲載したが、情報収集に苦戦した。
バナー広告の獲得は増加した。
④取材範囲の拡大
試合やJAPAN BASE於けるイベントなどの撮影は増加した。



10 規律委員会

内　　容
規律・コンプライアンス・インテグリティに関すること

協議案件
大学生、中学生レベルでインティグリティ案件が発生したため協議を行った。
いずれも、チームにおいて適切に対応されていたので、注意喚起と再発防止の要請を行った。

事業総括

11 レフリー委員会

事　　業
1） Ｃ級レフリー筆記・実技テスト 26名合格 4月～12月 座学・筆記試験：GA他

Ｃ級レフリーの認定(MO資格制度） 実技：雁の巣グラウンド他
2） 九州ｱｶﾃﾞﾐｰｾﾚｸｼｮﾝへの派遣 2名派遣 5月 諫早

九州協会アカデミー事業
3） レフリング指針講習会 3回実施 7月 福岡・北九州・久留米

日本協会レフリング指針、ルール変更伝達
4） 若手レフリー研修 2名受講 8/23 久留米高専合宿

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
5） クラブ社会人レフリー研修 4名受講 8/24 久留米高専合宿

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
6） 九州レフリー委員長会議 6，12，2月 2回はｵﾝﾗｲﾝ1回：熊本(6月)

事業・研修会打合せなど
7） 福岡県レフリー委員会 3月 資料配付のみ

ルール伝達、研修会打合せなど
8） 九州協会Ｂ級レフリー認定講習会 6名受講、合格 8月 7月：座学：ｵﾝﾗｲﾝ

受講レフリー派遣 8月：実技：阿蘇高校合宿
9） 九州協会Ｂ級レフリー研修会 4名派遣 7/31～8/2 高校合宿(久住)
10） 九州協会B級トップレフリー研修会 3名派遣 7/29～7/31 高校合宿(久住)
11） B級中堅・有望C級ﾚﾌﾘｰ派遣 ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ：22名 9月～12月

U16U17交流会：8名派遣
12） 九州協会研修派遣ﾚﾌﾘｰﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ 4月～8月 各試合会場

春・夏の練習試合でのｺｰﾁﾝｸﾞ
13） ピッチコントローラ研修 4月～11月 各試合会場

春～秋シーズン試合を担当 12名をJRLO：PC・TKパネル指定
14） MRR認定講習会 36名合格 11/29 宗像キッズセブンズ

座学、実技実施
15） MRR研修 11/16,3/20 小学生大会

実技コーチング コーチ：延べ8名
16） 女子レフリー育成 延べ6人派遣 7月、11月 女子中学生大会

実技コーチング

　安全推進・インティグリティ講習会並びに、理事会等でコンプライアンス・インテグリティの順守については周知
徹底を行い規律違反が生じないように取り組んでいる。
　しかし残念ながら、当協会のホームページへの投稿2件、関係者からの申し入れ1件があったので事実確認を行
い注意喚起等を行なった。
　今年度発生した事案は、登録事務に対する認識不足、軽率な行動が生んだ事案、並びに無くならないハラスメ
ントによるもので昨年度も実施したインティグリティに関するアンケートでの潜在的な意識に対し、「きづき」から事
案発生を予防する取組みでは十分ではなかったと感じた。カテゴリー毎の講習会等を実施し、対策を講じていき
たい。
　また、当協会もスポーツガバナンスコードの確立を求められており、今後もチーム・選手に対し規律・コンプライ
アンス・インテグリティの順守を徹底していく必要がある。

9回、延べ17人受講

ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦、U16U17交流会、ｼｰｽﾞﾝ試合

九州協会事業へのレフリー派遣、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ

対象：大会担当レフリー



事業総括

12 コーチ委員会

事　　業
1） スタートコーチ資格認定講習会 オンライン開催 年間通して オンライン
2） JRFU　A級コーチ養成講習会 講義はオンライン 7/23～27 オンライン

実技は集合　 集合：グローバルアリーナ
3） JRFU　B級コーチ養成講習会 講義はオンライン 12/11～14 オンライン

実技は集合　 集合：福岡大学
4） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　　2～4回 8月、2月 久留米大学
5） コーチカンファレンス オンライン開催 9月予定 オンライン
6） 全国コーチ委員長会議 オンライン開催 7月、11月 オンライン
7） JRFUコーチング部門会議 オンライン開催 4,9,11,1月 オンライン
8） 九州コーチ委員会 対面 3/29 九州協会
9） コーチスキルアップ研修会 JRFUコーチスキルアップ研修会3/28 JAPAN BASE

事業総括

13 中学委員会

事　　業
1) 第47回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 4/27～7/6 舞鶴公園球技場

兼太陽生命カップファーストステージ 春日公園球技場
優勝：かしいヤングラガーズ JAPAN BASE
準優勝：鞘ヶ谷ラグビースクール
第３位：つくしヤングラガーズ

2) 第41回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 7/6，13 舞鶴公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ 春日公園球技場

優勝：福岡市立城南中学校
準優勝：福岡市立百道中学校・志免町立志免中学校合同チーム

3) 福岡県代表選手選考会 8月中旬 福工大城東高校ほか
男子：20名選出
女子：20名選出

4) 福岡県選抜練習会九州ジュニア選抜大会全国ジュニア選抜大会 熊本、東京
男子：九州大会優勝、全国大会優勝 9月中旬～12月下旬
女子：九州大会優勝、全国大会優勝

コーチ資格講習会は例年に引き続き、A級、B級を1回ずつ、C級を2回行った。A、B級の講習会を毎年
継続して行うことにより、福岡だけでなく九州のコーチのレベルアップ、質の向上を保つことができる。
また、C級はスタートコーチ資格を持ったコーチが本格的に「コーチングとはなにか」を学ぶ機会なので
コーチ数を増やすために複数回行った。
初めての試みとして試験的にではあったが、南部地域を限定にコーチングカンファレンスと称して、
コーチのブラッシュアップ、レベルアップを目指した研修会を行った。ルリーロ福岡の試合を実際に見て
分析し課題を見つけ、解決案を見つける内容であったが、複数日にまたがる日程であったため、参加者に
も運営側にも負担がかかる課題も見えた。
また、JRFU普及育成委員会主催のコーチスキルアップ研修会が初めて行われ、全国に先駆けて
福岡県での開催となった。JRFUコーチング部門のコーチが来られ、実のある研修会となった。
九州コーチ委員長会議も数年ぶりに対面で行われ、現状把握と課題の共有、解決策を議論した。

●C級レフリー認定講習会：26名合格。25歳以下11名。
●MRR認定講習会：36名合格。
●下記レフリー研修を実施し各カテゴリーレフリーのレベルアップを実施
①25才以下レフリー研修：2名参加(2024年・2025年C級取得者対象)。上位へのチャレンジ意識向上ができた
②クラブ社会人レフリー研修：5名参加。帯同レフリーのレベルアップを実施
③MRRレフリー研修：小学生県大会で実技コーチングを実施
●C級レフリーの九州協会B級認定を見据えたレベルアップ活動
　春先より候補レフリーを挙げ、高校練習試合を担当、コーチング実施。6名合格。
●B級中堅、若手レフリーの九州協会B級トップ・レベルアップを見据えた活動
　　ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦、U16U17九州交流会、ﾜｰﾙﾄﾞﾕｰｽ予選に派遣。
　　課題：次のB級トップレフリー育成。
●女子レフリー育成：2名がB級取得。高校3年生x1名が意欲的に活動。大学2年生x1名がC級合格
　　　　　　　　　　　　　日本協会・九州協会と協業で育成実施
●秋シーズン試合へのMO割当
　福岡県クラブリーグ戦、九州協会試合へのAR割当
　課題：対応レフリーが固定化されており、レフリー数増加、割当て作業の効率化



5) 第43回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 9/29～12/1 舞鶴公園球技場
Aパート 春日公園球技場
優勝：かしいヤングラガーズ 博多の森補助競技場
準優勝：鞘ヶ谷ラグビースクール JAPAN BASE
第３位：中鶴少年ラグビークラブ
Bパート
優勝：京築豊WILDBOARS
準優勝：つくしヤングラガーズ
第３位：りんどうヤングラガーズ

6) 第40回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 3/8 春日公園球技場
優勝：福岡市立城南中学校

事業総括

14 普及育成委員会

事　　業
【ミニラグビー部門】
1） 第46回小学生県大会 11/2，11/9，11/16 春日公園・本城競技場、JAPANBASE

県民スポーツ大会公開競技 小6・小5対象
2） MRR認定講習会 受講者38名　36名認定 11/29 グローバルアリーナ

レフリー委員会と共催
3） 第36回小学生新人大会 小5・小4対象 3/8，3/20 雁ノ巣グラウンド

福岡舞鶴LC杯
4） 小学生卒業フェスティバル 15スクール　226人参加 3/1 飯塚健康の森公園

【タグラグビー部門】
1） ラグビー体験会 5/3 海の中道海浜公園
2） 教職員向け 8/1 アクシオン福岡
3） 福岡県タグラグビーフェスタ 10/26 宇美南町民センター

福岡県スポーツフェスタ・ふくおか
4） 第22回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 12/21 海の中道海浜公園

SMBCカップ県予選
5） 2/15 二丈スポーツ交流公園

事業総括

15 安全対策委員会

事　　業
1） 安全・インティグリティ伝達講習会 3月～ オンライン
2） メディカル・安全対策合同総会 3/7 ワンビル

事業総括

本委員会の主な事業①安全推進講習会②セイフティーアシスタント認定講習会は日本協会によるオンラインで開
催された。よって県協会は講習会等の案内（受講推進の連絡）を行った。
・７月「熱中症対策」
・１０月「重傷傷害時の対応」について（日本協会）をHPへ掲示

タグ・ラグビーティーチャー研修会

福岡県タグラグビーフェスタ

令和7年度の重点課題
課題としては引き続き以下の項目を掲げ活動。
①U8へのアプローチ年度のどこかで交流会を実施。→交流会は実施出来なかったが、体験会は2回実施
②女子コーチ、MRRの発掘育成→具体的な活動出来ず。
③行政や諸団体との関係強化→県大会を初めて宇美町で開催。
④各スクールでの体験会への連携→北九州市の協力もあり、ミクスタ近隣の公園で実施。
⑤協賛企業の開拓・継続。→新規3社獲得。
⑥各スクールにおけるインティグリティ対策の徹底。
県大会、新人戦ともにグラウンド確保に大変苦労した。新人戦は初めて雁ノ巣レクレーションセンター
（土のグラウンド）を使用。新人戦において指導者、レフェリー向けに脳震盪時の対応の講習会を実施。

○強化事業は、男子とも県選抜選手による全国ジュニア大会で、男女とも優勝することができた。
○主催する大会は滞りなく実施することができた。
○主催する大会においてグラウンドの確保が難しく、特に芝のグラウンド確保が厳しい状態であった。



16 クラブ社会人委員会

事　　業
1） 理事会 2/28 福岡県協会事務所&　リモート
2） クラブ総会、懇親会 4/12 JAPAN BASE
3） 理事会 5/23 福岡県協会事務所&　リモート
4） 理事会 7/4 福岡県協会事務所&　リモート
5） 公式戦前会議 8/24 なみきスクエア &　リモート
6） 県秋季リーグ戦 9月～10月 各会場

Aリーグ　帆柱クラブ　優勝　 九州実業団へ推薦
Bリーグ　北九州市役所　優勝 9月～11月
Ｃリーグ　かっぱクラブ　優勝 9月～11月

7） 九州トップクラブリーグ戦 10月～12月 各会場
参加チーム 福岡カブト虫クラブ・玄海タンガロア

8） 理事会 11/21 &　リモート
9） 九州実業団 帆柱クラブ　出場（優勝） 11月 沖縄県
10） 入替戦 11/30 雁ノ巣Ｄ
11） フレンドリーマッチ 12/14 オクゼン不動産スタジアム
12） 理事会 2/28 &　リモート

事業総括

17 大学･高専委員会

事　　業
福岡県所属チームが、九州学生リーグ（D)に参加のため、福岡県リーグ不成立による未実施

事業総括

福岡県協会事務所

福岡県協会事務所

福岡県リーグに所属する大学の合同練習など案内したが、全てのチームが人数不足のため活動しておらず、未
実施。リーグ戦も不成立となった。
各大学の環境が違うため、各チームSNSを利用した部員勧誘活動に励んでもらい、活動を再開してもらいたい。

秋季リーグ・フレンドリーマッチを全て行うことが出来た。
クラブ実業団大会はAリーグ優勝の帆柱クラブが出場し優勝しました。
九州トップクラブの入替戦でも勝ち、令和８年度から帆柱クラブは九州トップクラブに昇格となった。
リーグワンは九州電力・ルリーロが参戦。今年も現状のカテゴリーで健闘している。
クラブチームは今年度も公式戦のグラウンド（芝）・練習場の確保が不十分でグラウンドの確保に課題が残った。



18 高校委員会

事　　業
1） 第78回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選

1回戦～3回戦 5/4～18
準々決勝 5/25 各学校
準決勝 6/1 オクゼン不動産スタジアム
決勝 1位　東福岡 6/8 オクゼン不動産スタジアム

2位　筑紫
3位　福岡工業
4位　修猷館

2） 第12回全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選
予選リーグ 4/13 各学校
決勝トーナメント 4/19 オクゼン不動産スタジアム

1位　東福岡
2位　福工大城東
3位　浮羽究真館・修猷館

3） 第105回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選
A5A6決定戦、1回戦～3回戦 9/27～10/26
準々決勝 11/2 鞘ヶ谷競技場、各学校
準決勝 11/8 博多の森陸上競技場、JAPANBASE
決勝 【第1地区】 【第2地区】 11/15 ベスト電器スタジアム

1位　東福岡 1位　筑紫
2位　浮羽究真館 2位　修猷館
3位　筑紫丘・福岡 3位　小倉・福岡工業

5） 第27回全九州高等学校10人制大会福岡県予選大会
予選リーグ 11/30 嘉穂高校
順位決定戦 12/7 筑後広域公園

1位　折尾愛真
2位　西南学院高校
3位　合同A（小倉工業・北筑・中間）
4位　門司学園

4） 第48回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選
1回戦～3回戦 12/14～1/11
4回戦 1/18
準々決勝 1/25
準決勝 2/1 オクゼン不動産スタジアム
決勝 1位　東福岡 2/8 JAPAN BASE

2位　修猷館
3位　筑紫
4位　東海大福岡

事業総括

今年度の事業報告として、概ね、段階的に通常通りの大会を運営することに成功し、成果を上げることができた。
また,年間通して、重傷事故等なく安全に大会や各事業が実施できた。
また、本年度の国体はブロック予選は突破したが、決勝で破れ準優勝という結果であった。
次年度の青森国体に出場・そして優勝をできるように事業の改善を図っていくことが急務であると考えている。
第105回全国高校ラグビー選手権大会で福岡県代表の東福岡高校が上位成績を収め素晴らしい結果を残した。

筑紫丘高校、鞘ヶ谷競技場

宇美町総合スポーツ公園、各学校

筑紫高校、修猷館高校

各学校ほか

光陵高校、本城運動場、福工大城東高校



19 強化委員会

事　　業
1） 強化推進事業 4/12 福岡市 JAPAN BASE

九州セブンズメンバーによる練習会
2） 九州セブンズ大会 4/19，20 復興アリーナ

予選リーグと順位決定トーナメント
3） 令和7年度福岡県選手強化推進事業前期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 5/15 福岡市 福岡県庁

令和7年度の競技団体事業計画と選手強化方針の県への説明
4） 選手強化事業 6/28 福岡市 JAPAN BASE

国スポ候補選手による強化練習と選手セレクト
5） 九州アイランドセブンズ交流大会 7/5，6 ふれあいスポーツランド

九州および他エリアの県代表との交流戦
6） JAPAN BASEセブンズ 7/26，27 福岡市 JAPAN BASE

JAPAN BASEで初開催の県代表・社会人・学生との交流戦
7） 第45回九州ブロック国スポ 8/28 かきどまり球技場

公式練習および競技開始式
8） 第45回九州ブロック国スポ 8/29 かきどまり球技場

予選リーグ
9） 第45回九州ブロック国スポ 8/31 かきどまり球技場

代表決定トーナメント戦
10） 福岡県選手団解団式・反省会 11/4 福岡市 福岡県庁

競技別第一位表彰
11） 令和7年度福岡県選手強化推進事業後期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 2/19 福岡市 福岡県庁

令和7年度の競技団体事業の活動報告
12） JAPAN BASEセブンズシニアアカデミー体験会 3月 福岡市 JAPAN BASE

JAPAN BASE新事業の立ち上げ、国スポチームと連携しながら動いていく予定

事業総括

令和7年度国民スポーツ大会において、2種目3種別（7人制成年男子・女子、15人制少年男子）で九州ブロックの
代表権の獲得と本大会での競技別成績第一位を目標に取り組んだ。
【目標】　男女総合得点第一位
【結果】　男女総合得点第一位
【総括】　少年男子、女子が本大会へ出場し、それぞれ準優勝とそれぞれ好成績を収めた。成年男子は九州ブ
ロックで敗退したが、競技別総合成績で2年ぶりに第一位を獲得した。
【重点事業】　例年どおり実施予定の「福岡県強化推進事業およびトップアスリート・女性アスリート育成事業など
において計画どおりに各事業を遂行し、本県の競技力向上を図る。」としており、計画通りに事業が遂行された。

本事業は例年同様に当協会ビジョンにおける「4.課題克服のための事業の柱」の「(3)選手の育成・強化体制、指
導者育成体制の構築」に基づくもので、指導方法や指導体制の拡充と合わせた活動であり、国民体育大会を通
じラグビー競技が地域スポーツの発展に寄与するもの。

長崎県長崎市

長崎県長崎市

長崎県長崎市

鹿児島県鹿児島市

長崎県島原市



20 メディカル委員会

事　　業
1） 公式戦へのMatch day doctor派遣 各グラウンド
2） JRLO開幕前の担架搬送訓練 11-12月 各学校
3） World Youth開幕前の担架搬送訓練 4/25 福岡医健スポーツ専門学校

事業総括

21 女子委員会

事　　業
(中学生）

1） 第10回北部九州交流会 5/11 佐賀県嬉野市
2） 太陽生命カップ（福岡県予選） 6/15，29 白水大池・玄海G

福岡RFC優勝・リリーズ2位➡九州大会出場
3） 太陽生命カップ（九州予選） 8/2 鯛生G

福岡RFC優勝➡全国大会
4） 太陽生命カップ（全国大会） 9/13～15 茨城県水戸市

福岡県女子代表（福岡RFC）優勝
5） 第15回九州ガールズフェスタ 12/6～7 沖縄県読谷G
6） 九州ジュニアジャンボリー 1/24～25 グローバルアリーナ

福岡RFC・リリーズ・ノース参加
7） SANIXセブンズキャンプ 3/7～8 グローバルアリーナ

福岡RFC・リリーズ・ノース参加
8） Fukuoka　sevens　league 4/20，11/16 諫早市

福岡RFC・リリーズ・ノース参加
9） 県新人大会 11/24 JAPAN　BASE

福岡RFC・リリーズ同率優勝

（高校生）
1） SANIXワールドユース 4/27～29 グローバルアリーナ

福岡RFC準優勝
2） 菅平交流会 県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化 8/3～6 長野県菅平

福岡RFC・チアーズ参加
3） U18セブンズ九州予選 9/13～14 筑紫台高校

福岡RFC優勝、CHEERS4位➡福岡RFC全国大会出場
4） 第6回U18セブンズ全国大会 10/24～26 熊谷ラグビー場

福岡RFC3位
5） 第15回九州ガールズフェスタ 12/6～7 沖縄県読谷G
6） 第13回九州高校選抜セブンズ 2/21～22 SAGAサンライズパーク

福岡RFC優勝、CHEERS3位➡福岡RFCはサニックスワールドユース2026出場権獲得
7） SANIXセブンズキャンプ 3/8、3/9 グローバルアリーナ

福岡RFC・チアーズ参加

今年度も公式戦にMatch day doctorを派遣した。1か月ルールを遵守いただいているが、１か月を切ってからの依
頼で数件派遣できない試合もあった。選手の安全のためにできるだけMatch day doctorを派遣したいと考えてい
るが、レフリーやコーチと比較してMatch day doctorとして活動している医師の母数が少ないため、１か月前ルー
ルに対するご協力とご理解を再度得たい。我々としては、Match day doctorの母数を増やすべく、若手の取り込
み・育成を進めているがなかなか思うようにはいっていないのが現状である。しかしながら、今後も地道に人材を
発掘・育成していきたい。また、相川広報委員長の協力で脳振盪特設サイトが完成した。各チームの選手・コー
チ・保護者にも見てもらい、理解を深め、利用していただければと思う。



（成年）
1） 太陽生命WＳＳチャレンジトーナメント 5/5～6 JAPAN　BASE

日本経済大学AMATERUS優勝➡グランドfinal出場権獲得
2） ミクニスタジアム

ナナイロプリズム福岡準優勝

（国体）
1） 強化練習会 中止

県「競技力強化事業」
2） 強化練習会 中止

県「女子アスリート強化事業」
3） 九州ブロック国民スポーツ大会 8/29～30 長崎県かきどまりG

福岡県優勝
4） 第79回国民スポーツ大会 10/4～5 滋賀県野洲市

福岡県準優勝→種目総合優勝

事業総括 　

22 北九州協会

事　　業
1） 北九州協会総会 5/18 商工会館

事業報告、収支報告等
2） ラグビー祭、ウェールズカップ戦 6/8 新門司グランド

北九州協会所属スクール交流戦
3） 北九州市民スポーツ大会 10/12 新門司グラウンド他

スクール交歓試合他
4） ノーサイドゲームやろうぜ(指導者養成) 12/21 新門司グラウンド

（小学生卒業フェスティバル）
5） 放課後ラグビー 1/22，1/29，2/5，2/12，2/19（5回） 八幡東体育館

参加者：小学生8人、中学生１９人
6） 第４回ウェールズカップ交流戦(中学） 2/15 本城陸上競技場

ウェールズー北九州市　レガシー事業
7） 北九州地区高校ラグビー交流戦 3/20 新門司グランド
8） 理事会・総務委員会 北九州協会事務所他

事業総括

*「普及事業」
[各カテゴリー担当者や女子チーム代表者と情報共有し、女子競技者のパスウエイを構築する］を掲げていたが、
年度当初の委員会開催以降、コミュニケーションの場を設営出来ず委員会の体制をとる事が出来なかった。

＊「強化事業」
連覇を目指して、（国スポ）に向けた（強化選手）の選考と練習を計画したが、　太陽生命WSSの終了日程が九州
ブロックの直前になり、強化指定選手の疲労を考慮し、計画していた強化練習会が実施出来なかった。また、所
属チームに由っては、秋からの15人制シーズンに合わせた選手の調整を優先し、派遣が不可になったケースも
あった。結果的にはナナイロプリズム福岡・九産大等のご理解で、代表選手３名を含む「福岡女子」で滋賀国スポ
準優勝を達成し、少年男子（準優勝）と合わせて、「天皇杯」を獲得する事が出来た。

令和７年度はミクニワールドスタジアムで７月５日は日本代表ＶＳウエールズ代表戦。
7月１９日には女子日本代表ＶＳスペイン代表戦が行われた。
女子７人制についてもナナイロカップ、太陽生命カップが開催された。
リーグワンではトヨタＶＳリコー戦が行われラグビーの街北九州を全国的に印象付けたと思われる。

北洋建設present　Nanairo　CUP　KYUSYU　WOMENS　SEVENS　2026 3/20～21



23 福岡市協会

事　　業
1） 福岡市民春季ラグビーフットボール大会 5/25 雁ノ巣レクリエーションセンター
2） ちびっこラグビー交流大会 6/8 雁ノ巣レクリエーションセンター
3） 福岡市民春季ラグビーフットボール大会 6/1,6/15,6/15 雁ノ巣レクリエーションセンター
4） 福岡市ラグビーフットボール協会 理事会・総会 6/16 福岡市中央市民センター
5） 福岡フレンドリーエリアマッチ 7/12 九州産業大学グラウンド
6） 中学校交流大会 9/27 舞鶴球技場
7） 市民総合スポーツ大会ミニラグビー競技大会 10/13 雁ノ巣レクリエーションセンター
8） 福岡市協会理事会 10/16，2/18 福岡市役所
9） 福岡市スポーツ協会主催 ラグビークリニック開催協力 11/22 今津運動公園
10） 福岡市民冬季ラグビーフットボール大会 3/1, 3/15 雁ノ巣レクリエーションセンター
11） 福岡市ジュニアラグビーフットボール大会 3/8, 3/20 雁ノ巣レクリエーションセンター
12） リーグワンSA派遣 12/20,1/24, 3/14 博多の森陸上競技場
13） U19クラブユース交流会 3/21, 3/22 JAPAN BASE
事業総括

24 南部協会

事　　業
1) 九州高専新人ラグビーフットボール大会 5/11，17，18 久留米高専

7人制優勝 北九州高専、15人制優勝 佐世保高専、タグ優勝 佐世保・都城合同
2) 放課後ラグビー教室 6/24～7/24 究真館高校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

中学生対象　福岡県南部地区クラス
3) 総会 事業,決算,次年度事業予算報告 7/11 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター
4) 役員会　・事業打合せ 7/11 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター

事業中間報告
5) レフリング指針講習会 7/6 久留米高専D4教室
6) 夏季高専・高校交流戦 8/24～28 久留米高専
7) 高校ラグビー交流会 8/30 駅前不動産スタジアム

明善VS小郡・鳥栖工業合同、明善VS久留米、久留米VS小郡鳥栖工業合同
8) 中学生ラグビー交流戦

ブランビーVS りんどう
9) LERIROカップ（中学生クラブチーム）

中止
10) 韓日チャレンジマッチ 久留米大学医学部総合グランド

釜山体育高校
11) 南部７人制大会2024 3/8 久留米大学医学部総合グランド

高校　優勝　明善高校、一般　優勝　りんどうクラブ
12) 南部地区高校交流会 3/21～22 久留米大学医学部総合グランド

南部地区高校合同練習会及び交流試合
13) 役員会 3/28 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター

事業,決算,次年度事業予算報告
14) 春季高専・高校交流戦 3/25～30 久留米高専・久留米大学御井G

山口県・南部地区・九州近県の高校交流会
15) リーグワンD3運営 12月～3月 久留米陸上競技場

2024‐25　5/4 2025-26 12/21・1/11・1/31・3/７・3/22

　「ラグビー文化の根づいた福岡」を目指すため、小学校低学年から社会人まで、若い世代を中心にラグビーの
楽しさや運動する喜びを伝えることを目的として、福岡市協会主催の大会運営を行っている。
　今年度実施した事業において、目的である「ラグビーを楽しむこと」は達成できたと感じている。一方で、ラグビー
人口の減少やグラウンドの確保といった面が課題を感じている。
　また、福岡市ラグビーフットボール協会として、加盟チームのSAをリーグワンの試合に派遣する研修の実施、
U19クラブユース交流会やエリアフレンドリーマッチといった、これまで関わりの薄かった高校生やユース世代の
大会の実施といった新たな事業にチャレンジすることが出来た。



事業総括

25 筑豊協会

事　　業
1） 筑豊ラグビー交流会 4/6 筑豊緑地グランド

中学生・高校生交流会
2） 筑豊ラグビー交流会 4/13 飯塚健康の森多目的広場

小学生交流会
3） 総会 4/13 飯塚健康の森

令和６年度事業報告・令和７年度事業計画（案）
4） 理事会（第1回） 4/13 飯塚健康の森

令和７年度日程確認
5） 県リーグ戦 10/19 筑豊緑地グランド

決勝トーナメント戦2試合・Fリーグ1試合
6） 理事会（第２回） 10/19 筑豊緑地グランド

筑豊交流会・体験会について
7） ラグビー体験会 11/12 筑豊緑地グランド

タグ・ラグビー体験会（ひまわり幼稚園）
8） 県リーグ戦 11/16 筑豊緑地グランド

Bリーグ2試合・Cリーグ2試合・Fリーグ1試合
9） 筑豊ラグビー交流会 12/13 飯塚健康の森

小学生交流会
10） 筑豊ラグビー交流会 12/14 飯塚健康の森

小学生交流会
11） 筑豊ラグビー交流会 12/28 筑豊緑地グランド

中学生・高校生交流会
12） 理事会（第3回） 12/28 筑豊緑地グランド

交流会の総括　次年度事業計画について
13） 筑豊緑地公園グランド調整会議 2/7 筑豊緑地管理事務所

次年度グランド使用日程について
　

事業総括

筑豊地区においては、各カテゴリにおいての登録チーム数は中学・少年：１、高校：２（休部１含む）、クラブ：１であ
り、各カテゴリにおいてほぼ1チームとなっている。そこで筑豊地区においてのラグビーの普及を目指し、「筑豊ラ
グビー交流会」、「ラグビー体験会」を計画した。交流会は４回（小学生交流会３日・中高生交流会２日）、体験会に
ついては少年のチームと連携し開催することができた。

　3月8日に福岡県南部地区7人制ラグビーフットボールを実施。久留米大学医学部総合グランド（人工芝）にて南
部地区の高校・大学・社会人を対象とする。その他に例年実施いている高校ラグビー交流会、高校交流戦・中学
ラグビー交流戦、ルリーロカップ中学交流戦、九州高専新人ラグビーフットボール大会へのレフリー派遣、役員会
及び総会を実施。
リーグワンD3ルリーロ福岡の競技運営においては協会より人材の派遣及びマッチマネージャー資格取得（2名）
随時7名～8名を派遣することが出来た。
高校事業においては韓国釜山より釜山体育高校との交流を図る事ができた。
高校・高専・大学の部員不足が顕著になり存続が危ぶまれる状況となっている。この課題の解消が急務となって
いる。例年久留米高専で行われている春季高専・高校交流戦に久留米大学が運営に加わり、南部地区大学への
進学入部を促進する事業ができた。



期　　日 行　　　　　　　事 区分 場　　　所

4月4日 JAPAN BASEセブンズシニアアカデミー体験会 強化（成年男子） 福岡市

4月5日・12月12日・13日 筑豊ラグビー交流会 筑豊協会 筑豊緑地グランド

4月18日・19日 第13全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選 高校 城東、東筑、オクゼン

4月26日～6月7日 第79回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選 高校 各学校、オクゼン他

4月26日～7月5日 第48回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 中学 舞鶴、オクゼン、宇美町他

4月28日～5月5日 サニックスワールドラグビーユース交流大会2026 主管試合 グローバルアリーナ

5月 九州高専新人ラグビーフットボール大会 南部協会 久留米高専

5月～ JAPAN BASEセブンズシニアアカデミー 強化（成年男子） 福岡市

5月3日～5月6日 第65回　九州・山口医科学生体育大会 大学高専 久留米大学医学部グランド

5月10日 第11回北部九州交流会 女子 佐賀県嬉野市

5月24日・5月31日
6月7日・28日 福岡市民春季ラグビーフットボール大会 福岡市協会 雁ノ巣レクリエーションセンター

5月29日 JAPAN強化試合（JAPANセレクト対香港チャイナセレクト） 主管試合 JAPAN BASE

6月7日 第15回関東大学春季交流大会（早稲田大学対明治大学） 主管試合 ミクニスタジアム

６月～ 福岡県中学女子県大会兼太陽生命カップ（福岡県予選） 女子 JB、サニックス玄海G

6月14日予定 ラグビー祭 北九州協会 未定

6月14日・9月21日 ちびっこラグビー交流大会 福岡市協会 雁ノ巣レクリエーションセンター

7月4日・5日 九州アイランドセブンズ交流大会 強化（成年男子） 鹿児島県鹿児島市

7月5日・12日 第42回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 中学 舞鶴公園、オクゼン他

7月25日・26日 太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2026 第3戦 北九州大会 主管試合 ミクニスタジアム

7月26日 女子ラグビー強化交流戦 北九州協会 新門司グラウンド

7月29日・30日 太陽生命カップ（九州予選） 女子 鯛生G

8月1日・2日 JAPAN BASEセブンズ 強化（成年男子） 福岡市

８月中旬 福岡県代表選手選考会 中学 舞鶴公園球技場ほか

8月下旬 夏季高専・高校交流戦 南部協会 久留米高専

8月下旬 高校ラグビー交流会 南部協会 駅前不動産スタジアム

8月15日・16日 強化練習会 強化（女子） JAPAN　BASE

8月20日・21日・23日 第46回九州ブロック国スポ 強化 鹿児島県さつま町

8月22日 公式戦前会議 クラブ社会人 未定

9月 ラグビー体験会 普及育成委員会 海の中道海浜公園

9月中旬～12月下旬 福岡県選抜練習会九州ジュニア選抜大会全国ジュニア選抜大会 中学 熊本、東京

9月12日・13日 U18セブンズ九州予選 女子 福岡

9月19日～21日 太陽生命カップ（全国大会） 女子 茨城県水戸市

9月27日 中学校交流大会 福岡市協会 舞鶴球技場

9月27日～11月14日 第106回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選 高校 各学校他

9月27日～11月29日 第44回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 中学 舞鶴公園、オクゼン他

9月～12月 県秋季リーグ戦 クラブ社会人 各会場

9月～11月 九州トップクラブリーグ戦 クラブ社会人 各会場

【試合・交流会】

令和8年度　事業計画



10月 JAPAN RUGBY LEAGUE ONE　RISING 主管試合 未定

10月 高校ラグビー決勝放映交渉 広報 各社

10月12日 市民総合スポーツ大会ミニラグビー競技大会 福岡市協会 雁ノ巣レクリエーションセンター

10月15日～17日 2026国民スポーツ大会 強化 青森県八戸市

10月30日・11月1日 第7回U18セブンズ全国大会 女子 熊谷ラグビー場

11月1日・8日・15日 第47回小学生県大会 普及育成委員会 オクゼン不動産スタジアム他

11月15日・12月5日・6日 九州クラブ実業団 クラブ社会人 各地、鹿児島県

11月29日 入替戦 クラブ社会人 未定

11月29日・12月6日 第28回全九州高等学校10人制大会福岡県予選大会 高校 各学校他

12月12日～5月 NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2026-27 主管試合 ミクニスタジアム他

12月12日・13日 第16回九州ガールズフェスタ 女子 福岡

12月18日～20日 アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ2026 総務 JAPAN BASE

12月20日～2月7日 第49回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選 高校 各学校、オクゼン

1月～2月 放課後ラグビー 北九州協会 八幡東体育館

1月1日～5日 サニックスワールドラグビーユース交流大会2027予選会 主管試合 グローバルアリーナ

1月23日・24日 九州ジュニアジャンボリー 女子 グローバルアリーナ

2月 LERIROカップ（中学生クラブチーム） 南部協会 浮羽究真館高校

2月13日 中学校新人大会 福岡市協会 舞鶴公園球技場

2月14日・27日 福岡市民冬季ラグビーフットボール大会 福岡市協会 雁ノ巣レクリエーションセンター

2月20日・21日 第14回九州高校選抜セブンズ 女子 長崎

３月 南部７人制大会2027 南部協会 久留米大学医学部総合G

3月下旬 山口県・南部地区・九州近県の高校交流会 南部協会 久留米高専・久留米大学御井G

3月6日・7日 SANIXセブンズキャンプ 女子 グローバルアリーナ

3月7日 第41回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 中学 オクゼン不動産スタジアム

3月7日・20日 第37回小学生新人大会 普及育成委員会 未定

3月14日・22日 福岡市ジュニアラグビーフットボール大会 福岡市協会 雁ノ巣レクリエーションセンター

3月 小学生卒業フェスティバル 普及育成委員会 未定

3月 選手強化事業 強化 福岡市

4月 北洋建設presents Nanairo CUP KYUSHU WOMEN’S SEVENS 2027 主管試合 ミクニまたは本城

未定 福岡県タグラグビーフェスタ 普及育成委員会 宇美町（予定）

未定 第23回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 普及育成委員会 宇美町（予定）

未定 福岡県タグラグビーフェスタ 普及育成委員会 糸島市（予定）

未定 福岡県中学女子新人大会 女子 未定

未定 北九州市民スポーツ大会 北九州協会 未定

未定 第５回ウェールズカップ交流戦(中学） 北九州協会 未定

未定 北九州地区高校ラグビー交流戦 北九州協会 未定

未定 ノーサイドゲームやろうぜ 北九州協会 未定

未定 福岡フレンドリーエリアマッチ 福岡市協会 九州産業大学G

未定 U19クラブユース交流会 福岡市協会 JAPAN BASE

未定 中学生ラグビー交流戦 南部協会 未定

公式戦へのドクター派遣　　 メディカル 各地



【研修・講習会】

4月5日 筑豊協会　総会 筑豊協会

4月～8月 九州協会研修派遣ﾚﾌﾘｰﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ レフリー 各試合会場

4月～11月 ピッチコントローラ研修 レフリー 各試合会場

4月10日 World Youth開幕前の担架搬送訓練 メディカル 福岡医健スポーツ専門学校

4月 南部協会　総会 南部協会 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター

5月中旬 令和8年度福岡県選手強化推進事業前期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 強化 福岡市

5月 九州協会アカデミー事業 レフリー 諫早

6月・12月・2月 九州レフリー委員長会議 レフリー 宮崎・オンライン

7月・8月 Ｃ級レフリー認定講習会 レフリー
座学・筆記試験
実技：福岡県内

7月 レフリング指針講習会 レフリー 福岡・北九州・久留米

7月・11月 女子レフリー育成 レフリー 女子中学生大会

7月下旬 九州協会Ｂ級レフリー研修会 レフリー 大分県（久住）

7月下旬 役員会　・事業打合せ　・役員交代 南部協会 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター

7月22日～26日 JRFU　A級コーチ養成講習会 コーチ オンライン集合：グローバルアリーナ

7月・2月 福岡県レフリー委員会 レフリー 協会事務所

8月 タグ・ラグビーティーチャー研修会 普及育成委員会 宇美町（予定）

8月初旬 九州協会B級トップレフリー研修会 レフリー 大分県（久住）

8月中旬 九州協会Ｂ級レフリー認定講習会 レフリー
座学：ｵﾝﾗｲﾝ
実技：阿蘇

8月下旬 若手レフリー研修 レフリー 久留米高専合宿

8月下旬 クラブ社会人レフリー研修 レフリー 久留米高専合宿

9月～12月 B級中堅・有望C級ﾚﾌﾘｰ派遣 レフリー ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦他

9月・2月 JRFU　C級コーチ養成講習会 コーチ 久留米大学

9月 コーチカンファレンス コーチ オンライン

11～12月 JRLO開幕前の担架搬送訓練 メディカル 各学校

11月下旬 MRR認定講習会
普及育成、レフ

リー
宗像キッズセブンズ

11月・3月 MRR研修
普及育成、レフ

リー
小学生大会

12月10日～13日 JRFU　B級コーチ養成講習会 コーチ
オンライン

集合：福岡大学

1月30日 レフリー会議・Ａリーグ会議・優勝表彰及び懇親会 クラブ社会人 未定

2月 令和8年度福岡県選手強化推進事業後期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 強化 福岡市

３月 メディカル・安全対策合同総会 安全対策 未定

３月 南部協会　役員会 南部協会 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター

3月28日 クラブ総会 クラブ社会人 なみきスクエア

３月～ 安全推進講習会、セーフティアシスタント認定講習会 安全対策 オンライン

未定 北九州ラグビーフットボール協会　総会 北九州協会 商工会館

未定 福岡市ラグビーフットボール協会 理事会・総会 福岡市協会 福岡市役所他

未定 筑豊緑地公園グランド調整会議 筑豊協会 未定

未定 全国コーチ委員長会議 コーチ オンライン

1回/2ヶ月 レフリースキルアップミーティング レフリー JAPANBASE

年間通して６回程度 クラブ委員会議 クラブ社会人 福岡県協会事務所

年間通して スタートコーチ資格認定講習会 コーチ オンライン



1 総会
【常任委員総会】　令和8年5月23日（土）　16時～　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室
【会  員  総  会】　令和8年6月 6日（土）　〇〇時～　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室
※必要に応じ臨時総会も開催

2 理事会
理事会は、特別な事情がない限り、次のとおり定例会を開催する。
特別な事情がある場合、適宜臨時会を開催する。
【定例会】 5月・4月（年2回開催予定）

＜第1回＞　令和8年5月23日（土）　常任委員総会後　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室
＜第2回＞　令和9年4月下旬　　時間：未定　　場所：未定

3 常任委員会
所掌事務　本協会が行う事業の円滑な遂行に資すること

・業務執行に関する審議
・大会等事業の運営会運営、事業、

【定例会】5月･ 6月･7月･8月･9月･10月･11月･12月･1月･2月･3月･4月（年12回開催予定）
＜第1回＞　令和8年5月23日（土）　第1回理事会後　　場所：福岡中央銀行 本店 7階 大会議室
＜最終常任委員会＞　令和9年4月中旬　　時間：未定　　場所：未定

4 企画委員会

重点事項

委員会の開催
　委員会は必要に応じて随時開催していく。

内　　容
1） 総会・理事会・常任委員会での審議事項等について、必要に応じて事前検討の実施
2) 協会運営に関し基幹的事項の審議

5 総務委員会
年間随時開催する。

重点事項

内　　容
1） 総会・理事会・常任委員会での審議事項等の取りまとめ
2） 各地区協会及び委員会との調整（所掌業務等の検討）
3） 他団体からの照会事項等の検討及び回答
4） 表彰業務（各種団体への表彰具申）
5） 「ラグビー普及部」の組織力強化
6） 一般社団法人としての各種規程の整備
7） スポーツ団体ガバナンスコードへの原則順守
8） RWC2035に向けての協議体の整備

　・協会運営上の重要事項についての協議
　・協会運営の基盤整備（異世代リーダーの育成）

・組織力強化のため、将来の協会運営を担う人材の育成（アカデミー）の開催
・各規程の整備
・コンプライアンス教育の徹底
・財政基盤の整備（各種補助金等財源の確保）
・福岡県ラグビーによる交流推進事業の企画実施「アジアラグビー交流フェスタ」「ラグビー体験授業」「ラ
グビークリニック」「JAPAN BASE」を活用した各国代表等との交流イベント」の継続
・ラグビー事業の価値を向上させるための施策の研究
・RWC2035に向けての基盤整備

令和８年度　事業計画（案）



事　　業
○ アジア・オセアニアラグビー交流フェスタ2026 12月18～20日 JAPAN BASE
○ ラグビー体験授業 9月以降 県内の小学校（12回）
〇 ラグビークリニック 7月以降 JAPAN BASE（6回）
〇 JAPAN BASE」を活用した各国代表等との交流イベント 9月以降 JAPAN BASE（2回）
〇 ガバナンスコード自己評価と公表 3月
〇 各種規程の整備 通年

6 主管試合実行委員会

重点事項

実行委員会の開催
　委員会は必要に応じて随時開催していく。

事　　業
1） NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2025-26

D3 第11節 34 - 44 4/5 久留米陸上競技場
D2 第11節 36 - 24 4/12 (佐賀県)駅前不動産ｽﾀｼﾞｱﾑ

※MM派遣
D2 第12節 - 4/24 博多の森陸上競技場
D3 第13節 - 4/26 小郡市陸上競技場
D3 第15節 - 5/10 久留米陸上競技場

2） サニックスワールドラグビーユース交流大会2026 4/28～5/5 グローバルアリーナ
3） JAPAN強化試合

JAPANセレクト - ﾎﾝｺﾝ・ﾁｬｲﾅセレクト 5/29 JAPAN BASE
4) 第15回関東大学春季交流大会

早稲田大学 - 明治大学 6/7 ﾐｸﾆﾜｰﾙﾄﾞｽﾀｼﾞｱﾑ北九州
5） 太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2026 第3戦 北九州大会7/25,26 ﾐｸﾆﾜｰﾙﾄﾞｽﾀｼﾞｱﾑ北九州
6) JAPAN RUGBY LEAGUE ONE　RISING 10月 未定
7) 全国高等学校ラグビーフットボール大会福岡県予選

準決勝戦 11/7or8

決勝戦 11/7 or 8 or 15 博多の森陸上競技場
8) トップキュウシュウリーグ順位決定トーナメント 11月 未定
9) 第63回全国大学ラグビー選手権大会2回戦 11/29
10) ３地域社会人リーグ順位決定トーナメント 12月 未定
11) NTT JAPAN RUGBY LEAGUE ONE 2026-27 12月12日～5月 ﾐｸﾆﾜｰﾙﾄﾞｽﾀｼﾞｱﾑ北九州

博多の森陸上競技場
久留米陸上競技場ほか

12) サニックスワールドラグビーユース交流大会2027予選会 1/1～5 グローバルアリーナ
13) 北洋建設presents Nanairo CUP北九州 4月 ﾐｸﾆﾜｰﾙﾄﾞｽﾀｼﾞｱﾑ北九州or

『KYUSHU WOMEN’S SEVENS 2027』 本城陸上競技場

7 競技委員会

重点事項

事　　業
1） グラウンド調整会議事前打ち合わせ 未定 未定
2） グラウンド利用調整会議 未定 未定
3） グラウンド調整会議(各カテゴリー割り付け） 未定 未定

JAPAN RUGBY LEAGUE ONE2026-27の運営をチームと共同実施し、スムーズな運営に努める。
また、男子日本選抜強化試合、太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ、全国大学選手権大会、サニックス
ワールドユース交流大会（予選会）の運営において、スムーズな大会運営を目指す。

LR福岡 WG昭島

競技場等の確保ならびに円滑な利用促進。

九州KV 釜石SW

九州KV S愛知
LR福岡 SA広島
LR福岡 L戸田

ベスト電器スタジアムor
博多の森陸上競技場

久留米陸上競技場



8 広報委員会

重点事項

内　　容
1） リーグワン 受付、記録、記者会見 4-3月 各地
2） サニックス2026ワールドユース 記録補助、写真撮影 5月 グローバルアリーナ
3） 福岡県中学生大会 広報活動（写真撮影） 5月 各地
4） 秋季クラブリーグ戦 広報活動（写真撮影） 9月 各地
5） 福岡県大学リーグ 広報活動（写真撮影） 9月 各地
6） 高校ラグビー決勝放映交渉 11月 放送枠交渉 10月 各社
7） 福岡県高校大会 広報活動（写真撮影） 10月 各地
8） 福岡県中学生大会 広報活動（写真撮影） 10月 各地
9） 第62回全国大学選手権大会 受付、記録、撮影、SNS 11月 未定
10） 福岡県高校新人大会 広報活動（写真撮影） 12月 各地
11） 福岡県中学新人大会 広報活動（写真撮影） 11月 各地
12） サニックスワールドユース予選会 広報活動（写真撮影） 1月 グローバルアリーナ
13） アジアオセアニア交流大会 運営 12月 JAPAN BASE

9 規律委員会

重点事項

内　　容
1） 規律・コンプライアンス・インテグリティに関すること

① 収益化
動画配信によるスポンサーの露出や、他団体大会から撮影を受託する
バナー広告を獲得する
②協会のDX化
ペーパーレス化を検討する
③県協会HPの情報発信
チーム紹介を積極的に行う
試合以外の動画配信を行う
④取材範囲の拡大
人員増員を図る

ラグビー活動の根本理念であるフェアプレーの遵守。
選手・指導者・観戦者へのコンプライアンス意識の啓蒙。
選手登録等の事務手続きにおいてもコンプライアンスの周知徹底。
選手・指導者等のスポーツ・インテグリティ遵守によりドーピング、パワハラ、否社会的行為等をなくす。



10 レフリー委員会

重点事項

事　　業
1） Ｃ級レフリー認定講習会 費用は受講料で支出 7月・8月 座学・筆記試験

Ｃ級レフリー筆記・実技テスト 実技：福岡県内
2） 九州協会アカデミー事業 1名予定 5月 諫早

九州ｱｶﾃﾞﾐｰｾﾚｸｼｮﾝへの派遣
3） レフリング指針講習会 3回実施 7月 福岡・北九州・久留米

日本協会レフリング指針、ルール変更伝達
4） 若手レフリー研修 8月下旬 久留米高専合宿

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
5） クラブ社会人レフリー研修 8月下旬 久留米高専合宿

研修会：座学、実技ｺｰﾁﾝｸﾞ
6） 九州レフリー委員長会議 3回(2回はｵﾝﾗｲﾝ) 6，12，2月 宮崎・オンライン

事業・研修会打合せなど
7） 福岡県レフリー委員会 2回実施 7月、2月 協会事務所

ルール伝達、研修会打合せなど
8） 九州協会Ｂ級レフリー認定講習会 5名ほど 8月中旬 座学：ｵﾝﾗｲﾝ実技：阿蘇

受講レフリー派遣
9） 九州協会Ｂ級レフリー研修会 4名派遣 7月下旬 大分県（久住）

レフリー派遣
10） 九州協会B級トップレフリー研修会 九州協会指名 8月初旬 大分県（久住）

レフリー派遣
11） B級中堅・有望C級ﾚﾌﾘｰ派遣 9月～12月 ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ交流戦

九州協会事業へのレフリー派遣、ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ U16U17交流会、ｼｰｽﾞﾝ試合
12） 九州協会研修派遣ﾚﾌﾘｰﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ 4月～8月 各試合会場

春・夏の練習試合でのｺｰﾁﾝｸﾞ
13） ピッチコントローラ研修 4月～11月 各試合会場

春～秋シーズン試合を担当
14） MRR認定講習会 11月下旬 宗像キッズセブンズ

座学、実技実施
15） MRR研修 2回予定 11月、3月 小学生大会

実技コーチング
16） スキルアップミーティング 年6回予定 1回/2ヶ月 JAPANBASE

座学、トレーニング、現象議論
17） 女子レフリー育成 7月、11月 女子中学生大会

実技コーチング

県内レフリーのレベルアップいよる、より質の高い、魅力あるラグビーを発信する。
●C級レフリー全体のレベルアップ活動：認定講習会、カテゴリー別研修を実施。
●若手レフリーへのモチベーションアップ活動：若手レフリー研修
●C級レフリーの九州協会B級認定を見据えたレベルアップ活動
　　春先より候補レフリーを挙げ、高校練習試合を担当、コーチング実施する。
●B級中堅、若手レフリーのレベルアップを見据えた活動
　　ルーキーズカップ、U16U17九州交流会、ワールドユース予選に派遣。
●MRRのレベルアップ：認定講習会、研修
●女子レフリー発掘・スキルアップ
　　九州協会女子部門と連携した活動、
●シーズン試合割当て構造の明確化、運営の効率化

2人をJRLOﾊﾟﾈﾙに推薦する



11 コーチ委員会

重点事項

事　　業
1） スタートコーチ資格認定講習会 オンライン開催　無料 年間通して オンライン
2） JRFU　A級コーチ養成講習会 講義はオンライン 7/22～26 オンライン

実技は集合　 集合：グローバルアリーナ
3） JRFU　B級コーチ養成講習会 講義はオンライン 12/10～13 オンライン

実技は集合　 集合：福岡大学
4） JRFU　C級コーチ養成講習会 集合型　　1～2回 9月、2月 久留米大学
5） コーチカンファレンス オンライン開催 9月 オンライン
6） 全国コーチ委員長会議 オンライン開催 未定 オンライン

12 中学委員会

重点事項

事　　業
1） 第48回福岡県中学生ラグビーフットボール競技大会 4/26～7/5 舞鶴公園球技場

兼太陽生命カップファーストステージ オクゼン不動産スタジアム
新島杯　九州大会兼太陽生命カップセカンドステージ予選 ほか

2） 第42回福岡県中学校ラグビーフットボール競技大会 7/5，12 舞鶴公園球技場
兼太陽生命カップファーストステージ オクゼン不動産スタジアム

新島旗　九州大会兼太陽生命カップセカンドステージ予選 ほか

3） 福岡県代表選手選考会 ８月中旬 舞鶴公園球技場ほか
男女福岡県代表選手の選出セレクションマッチ

4) 福岡県選抜練習会九州ジュニア選抜大会全国ジュニア選抜大会 熊本、東京
全国大会予選全国選抜大会 9月中旬～12月下旬

5) 第44回福岡県中学生新人ラグビーフットボール大会 9/27～11/29 舞鶴公園球技場
クラブ県大会シード予選中学校・クラブ交流戦 オクゼン不動産スタジアム

ほか

6) 第41回福岡県中学校新人ラグビーフットボール大会 3/7 オクゼン不動産スタジアム
県大会シード決め

コーチ数の増員は引き続き講習会を開催することで上がっていくが、質の高いコーチを増やすフェーズに
入っており、それがラグビープレーヤーの増加につなけることを認識して活動していく。

コーチングするなら最低でもC級というフレーズがコーチ委員会でも共通課題、共通認識とされた。

他県のコーチ委員長と協力しながら、コーチスキルアップ研修会の九州開催を行なっていきたい。

○強化事業は、引き続き競技力の向上と、全国ジュニア大会での男女ともに優勝を目指す。
○主催大会において、芝のグラウンドでの実施を目指す。
○競技人口の継続的な増加を目指す。



13 普及育成委員会

重点事項

事　　業
【ミニラグビー部門】
1） 第47回小学生県大会 小6・小5対象 11/1，11/8，11/15
2） MRR認定講習会 受講者２０名程度を予定 11月 グローバルアリーナ
3） 第37回小学生新人大会 小5・小4対象 3/7，3/20 未定
4） 小学生卒業フェスティバル 3月 未定
【タグラグビー部門】
1） タグ・ラグビーティーチャー研修会 教職員向け 8月 宇美町（予定）
2） ラグビー体験会 未経験者向け 9月 海の中道海浜公園
3） 福岡県タグラグビーフェスタ 未定 宇美町（予定）
4） 第23回全国小学生タグラグビー選手権大会福岡県大会 未定 宇美町（予定）
5） 福岡県タグラグビーフェスタ 未定 糸島市（予定）

14 安全対策委員会

重点事項

事　　業
1） 安全推進講習会 ３月～ オンライン
2） セイフティーアシスタント認定講習会 ３月～ オンライン
3） メディカル・安全対策合同総会 2027年３月 未定

安全推進講習会、セイフティーアシスタント認定講習会は日本協会主催のオンライン講習形式が定着して
きている。受講者を増やすために積極的に案内していく。セイフティーアシスタント認定講習会は無料でで
きるので広報を強化する。
全国的に重傷傷害が増加傾向であり、本件でもR7年度は２件発生した。防止対策を行うと共に、発生時
の速やかな報告体制を構築していく。

令和7年度の重点課題
課題としては引き続き以下の項目を掲げ活動予定。
①タグ・ラグビー事業を中心としたU8へのアプローチ。
②女子コーチ、MRRの発掘育成。
③行政や諸団体との関係強化。
④各スクールでの体験会への連携。
⑤協賛企業の開拓・継続。
⑥各スクールにおけるインティグリティ対策の徹底。
⑦大会開催のグラウンド確保（出来るだけ芝）。

春日公園他



15 クラブ社会人委員会

重点事項

事　　業
1） クラブ総会 3/28 なみきスクエア
2） 理事会 年6回予定 福岡県協会事務所
3） Ｂ・Ｃ級レフリー強化研修会 5月
4） 公式戦前会議 8/22 未定
5） 県秋季リーグ戦 9月-12月 各会場
6） 九州トップクラブリーグ戦 9月-11月 各会場
7） 九州クラブ実業団　一回戦 11/15 未定
8） 九州クラブ実業団　準決勝/決勝 12/5，6 鹿児島県
9） 入替戦 11/29 未定
10） レフリー会議・Ａリーグ会議・優勝表彰及び懇親会 1/30 未定

16 大学･高専委員会

重点事項

事　　業
【大学】
1） 第65回　九州・山口医科学生体育大会 5/3～5/6 久留米大学医学部グランド

12人制で行われるが15人制のルールを適応。

17 高校委員会

重点事項

事　　業
1） 第13全国高等学校7人制ラグビーフットボール大会県予選

（3/24組合せ抽選会）
予選リーグ 4/18 福工大城東高校、東筑高校
決勝トーナメント 4/19 オクゼン不動産スタジアム

2） 第79回全九州高等学校ラクビーフットボール大会県予選
（4/10組合せ抽選会）

1回戦～2回戦 4/26～5/10
3回戦 5/17 各高校
準々決勝 5/24 東福岡高校、修猷館高校
準決勝 5/31 オクゼン不動産スタジアム
決勝・3決 6/7 オクゼン不動産スタジアム

理事長の指示により、これまで関与してこなかった「九州・山口医科学生体育大会」を令和8年度の事業と
して実施することとなった。
同大会は、今回で第65回を迎える歴史ある大会であるが、当協会・大学・高専委員会としては正式な依頼
を受けてからの動きとなる。
そのため、現時点では「福岡県協会のビジョン」における「課題克服のための事業の柱」として位置付ける
場合、大学生以上の競技人口の確保という課題への対応が主たる目的であると考えられる。

試合のグランド（芝）・練習場所の確保。
クラブ・社会人のメンバー登録の数が年々減って来ており、一度ラグビーを離れた方々の掘り起こしを如
何に行うか、今後の活動を再度見直す。
またクラブ連盟主催の秋季リーグで昨年までは九州社会人クラブ大会の予選を兼ねていたが、
今年からは九州社会人クラブ大会に出場するチームは、クラブ社会人委員長推薦とする

昨年からの継続的課題としてあげられる事項として、各チームの登録人数の増加（ＲＷＣの影響による期
待も含めて）にむけた取り組みや、県外流失選手を少しでも増やさないように各大会での取り組みを強化
していく。また、ドクターと連携を密に図り、重傷事故が起こらない安全な大会運営と安全対策の徹底を運
営側だけでなく施設管理団体並びに家庭にも協力・支援を頂くことが必須となっている。更には、U１５～U
１８までの全てのカテゴリーと連携を図り、県代表チーム強化と支援を継続的に実施していく。

宇美町総合スポーツ公園ほか



3) 第106回全国高等学校ラグビーフットボール大会県予選
（9/8組合せ抽選会）

1回戦～3回戦 9/27～ 各高校
4回戦 10/25 未定
準々決勝 11/1 未定
準決勝 11/8 未定
決勝 11/14 未定

5） 第28回全九州高等学校10人制大会福岡県予選大会
予選リーグ 11/29 各高校
決勝トーナメント 12/6 未定

4) 第49回全九州ラグビーフットボール新人大会県予選
（11/17組合せ抽選会）

1回戦・2回戦 12/20 各高校
3回戦 1/17 各学校

準々決勝 1/24 各学校
準決勝 1/31 オクゼン不動産スタジアム
決勝 2/7 オクゼン不動産スタジアム

18 強化委員会

重点事項

事　　業
1） JAPAN BASEセブンズシニアアカデミー体験会 4/4 福岡市 JAPAN BASE

JAPAN BASE新事業の立ち上げ、国スポチームと連携しながら動いていく予定
2） JAPAN BASEセブンズシニアアカデミー練習会 5月～ 福岡市 JAPAN BASE

毎週定期的な練習会を開催
3） 令和8年度福岡県選手強化推進事業前期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 5月中旬 福岡市 福岡県庁

令和8年度の競技団体事業計画と選手強化方針の県への説明
4） 選手強化事業 6月中旬 福岡市 JAPAN BASE

国スポ候補選手による強化練習と選手セレクト
5） 九州アイランドセブンズ交流大会 7/4，5

九州および他エリアの県代表との交流戦
6） JAPAN BASEセブンズ 8/1，2 福岡市 JAPAN BASE

JAPAN BASEで開催の県代表・社会人・学生との交流戦
7） 第46回九州ブロック国スポ 8/20 かぐや姫グランド

公式練習および競技開始式
8） 第46回九州ブロック国スポ 8/21 かぐや姫グランド

予選リーグ
9） 第46回九州ブロック国スポ 8/23 かぐや姫グランド

代表決定トーナメント戦
10） 選手強化事業 ９月 福岡市 JAPAN BASE

国スポメンバーによる強化練習
11） 2026国民スポーツ大会 10/15

公式練習および競技開始式
12） 2026国民スポーツ大会 10/16

予選リーグ
13） 2026国民スポーツ大会 10/17

決勝トーナメント

令和8年度青森県で開催される2026国民スポーツ大会において、2種目3種別（7人制成年男子・女子、15
人制少年男子）で九州ブロックの代表権を獲得し本大会での競技別成績第一位を目標とする。

【目標】　男女総合得点第一位

【重点事業】　本県選手が対象となる福岡県選手強化推進事業やトップアスリート・女性アスリート育成事
業などにおいて計画どおりに各事業を遂行し、本県選手の競技力向上を図る

本事業は例年同様に当協会ビジョンにおける「4.課題克服のための事業の柱」の「(3)選手の育成・強化体
制、指導者育成体制の構築」に基づくもので、指導方法や指導体制の拡充と合わせた活動であり、国民
体育大会を通じラグビー競技が地域スポーツの発展に寄与するもの。

鹿児島県鹿児島市

プライフーズスタジアム

プライフーズスタジアム

ふれあいスポーツランド

青森県八戸市 プライフーズスタジアム

青森県八戸市

青森県八戸市

鹿児島県さつま町

鹿児島県さつま町

鹿児島県さつま町



14） 令和8年度福岡県選手強化推進事業後期ﾋｱﾘﾝｸﾞ 2月 福岡市 福岡県庁
令和8年度の競技団体事業の活動報告

15） 選手強化事業 3月 福岡市 JAPAN BASE
令和8年度のチーム編成を見据えた選手招集

19 メディカル委員会

重点事項

事　　業
1） 公式戦へのドクター派遣　　 各地
2） JRLO開幕前の担架搬送訓練 11-12月 各学校
3） World Youth開幕前の担架搬送訓練 4/10 福岡医健スポーツ専門学校

20 女子委員会

重点事項

事　　業
(中学生）

1） 第11回北部九州交流会 5/10 佐賀県嬉野市
2） 太陽生命カップ（福岡県予選） 未定
3） 太陽生命カップ（九州予選） 7/29～30 鯛生G
4） 太陽生命カップ（全国大会） 9/19～21 茨城県水戸市
5） 第16回九州ガールズフェスタ 12/12～13 福岡
6） 九州ジュニアジャンボリー 1/23～24 グローバルアリーナ
7） SANIXセブンズキャンプ 3/6～7 グローバルアリーナ

ｽﾎﾟ協「中学生発掘強化事業」U15
8） 県新人大会 未定

（高校生）
1） SANIXワールドユース 4/27～29 グローバルアリーナ
2） 菅平交流会 8月 長野県菅平

県「競技力強化事業」次世代ジュニア強化
3） U18セブンズ九州予選 9/12～13 福岡
4） 第7回U18セブンズ全国大会 10/30～11/1 熊谷ラグビー場
5） 第16回九州ガールズフェスタ 12/12～13 福岡
6） 第14回九州高校選抜セブンズ 2/20～21 長崎
7） SANIXセブンズキャンプ 3/6～7 グローバルアリーナ

（成年）
1） 3月 ミクニスタジアム

中学生交流試合

公式戦のMatch day doctor派遣・担架搬送訓練・若手人材の発掘・育成・Match day doctorのクオリティ
Up・維持に努めていく。選手の安全に対して、協力依頼があればできる限り対応していきたい。

「女子委員会」は、男子カテゴリーでの（強化）（普及）（中学）（高校）（大学）（社会人）が混在した構成とな
り、委員長の力不足もあって、なかなかパスウエイの構築まで至らなかった。先ず、エイジグレードでの括
り（中学部門）（高校・大学・社会人部門）（普及事業部門）（国スポ強化部門）の4部門を構成し、事業計
画・予算配分を構築していきたいと思う。
「強化」については、引き続き（九州ブロック優勝）（青森国スポ優勝）を目指して、選手選考に早めに着手
していく。主力となる候補選手が出場する「太陽生命WSS」の終了する８/９札幌大会から８/２１・２３九州
ブロック鹿児島大会まで、時間の余裕が無い状況だが、可能な限り事前の準備したいと思う。

北洋建設present　Nanairo　CUP　KYUSYU　WOMENS　SEVENS　2027



（国体）
1） 強化練習会 太陽生命WSS視察

県「競技力強化事業」
2） 強化練習会 8/15～16 JAPAN　BASE

県「女子アスリート強化事業」
3） 九州ブロック国民スポーツ大会 8/20～23 鹿児島県
4） 第80回国民スポーツ大会 10/18～19 青森県八戸市

21 北九州協会

重点事項

事　　業
1） 北九州協会総会 事業報告、収支報告等 未定 商工会館
2） ラグビー祭 6/14予定 未定

北九州協会所属スクール交流戦
3） 早稲田大学VS明治大学　春季大会運営補助 6/7 ミクニスタジアム

4） 太陽生命WSS　北九州大会運営補助 7/23～27 ミクニスタジアム
5） レフリー技術向上講習 7/19 新門司グラウンド
6） 北九州市民スポーツ大会 未定 未定
7） 女子ラグビー強化交流戦 7/26 新門司グラウンド
8） 第５回ウェールズカップ交流戦(中学） 未定 未定
9） 放課後ラグビー 1月～2月 八幡東体育館
10） 北九州地区高校ラグビー交流戦 未定 未定
11） ノーサイドゲームやろうぜ 未定 未定
12） 理事会・総務委員会 北九州協会事務所他

理事会：年4回、総務員会：年5回開催予定
13） ナナイロカップ2027運営補助 3/19～21 ミクニスタジアム

22 福岡市協会

重点事項

　
事業
1) ちびっこラグビー交流大会 6/14,9/21 雁ノ巣レクリエーションセンタ
2) 福岡市民春季ラグビーフットボール大会 5/24,5/316/7,6/28 雁ノ巣レクリエーションセンタ
3) 福岡市ラグビーフットボール協会 理事会・総会 未定 福岡市役所他
4) 福岡フレンドリーエリアマッチ 未定 九州産業大学G
5) 中学校交流大会 9/27 舞鶴球技場
6) 市民総合スポーツ大会ミニラグビー競技大会 10/12 雁ノ巣レクリエーションセンタ
7) 中学校新人大会 2/13 舞鶴球技場
8) 福岡市民冬季ラグビーフットボール大会 2/14,2/27 雁ノ巣レクリエーションセンタ
9) 福岡市ジュニアラグビーフットボール大会 3/14, 3/22 雁ノ巣レクリエーションセンタ
10) U19クラブユース交流会 未定 JAPAN BASE
11) リーグワンSA派遣 未定 博多の森陸上競技場　他

令和８年度については市民スポーツ大会・北九州ラグビー祭・ウエールズカップ等の事業を中心とした活
動を行い、また北九州市が毎年行っている北九州キッズスポーツアクセス等の活用し幼稚園、小学校低
学年への普及、育成活動を行っていきたい。

１．ラグビーの楽しさや運動する喜びを伝えるため、幼児から大人までの競技大会の開催
２．安全対策の意識向上を目指し、SA派遣研修の実施やより安全な大会運営体制の構築
３．ラグビー競技人口の増加のための普及啓発活動
　これらの重点目標をもとに協会活動を行っていくことにより、ラグビープレーヤー層の拡大や安全対策の
意識向上を図っていく。また、保護者等のプレーヤーを支える人々を巻き込むことで、ラグビーファミリー
の拡大についても啓発していく。



23 南部協会

重点事項

事　　業
1) 総会 4月 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター
2) 九州高専新人ラグビーフットボール大会 5月 久留米高専
3) 役員会　・事業打合せ　・役員交代 7月下旬 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター
4) レフリング指針講習会 久留米高専
5) 夏季高専・高校交流戦 8月下旬 久留米高専
6) 高校ラグビー交流会 8月下旬 駅前不動産スタジアム
7) 中学生ラグビー交流戦
8) LERIROカップ（中学生クラブチーム） 2月 浮羽究真館高校
9) 南部７人制大会2027 ３月 久留米大学医学部総合G
10) 役員会 ３月 久留米市民ｻﾎﾟｰﾄセンター
11) 山口県・南部地区・九州近県の高校交流会 3月下旬 久留米高専・久留米大学御井
12) リーグワンD3運営 12月～3月 久留米陸上競技場

24 筑豊協会

重点事項

事　　業
1） 筑豊ラグビー交流会 4/5 筑豊緑地グランド

中学生・高校生交流会
2） 総会 4/5

令和７年度事業報告・令和８年度事業計画（案）
3） 理事会（第1回） 4/5

令和８年度日程確認
4） 理事会（第２回） 未定

ラグビー体験会について
5） ラグビー体験会 未定

タグ・ラグビー体験会
6） 県リーグ戦 10/4，11/15 筑豊緑地グランド
7） 理事会（第3回） 未定 未定

筑豊ラグビー交流会について
8） 筑豊ラグビー交流会 12/12 筑豊緑地グランド

小学生交流会
9） 筑豊ラグビー交流会 12/13 筑豊緑地グランド

小学生交流会
10） 筑豊緑地公園グランド調整会議 未定 未定

次年度グランド使用日程について
11） 理事会（第4回） 未定 未定

筑豊ラグビー交流会・次年度事業計画　等について

令和８年度も引き続き筑豊地区での普及を目指し、「筑豊ラグビー交流会」「ラグビー体験会」等に取り組
んでいきたい。少ないチーム数であるが各カテゴリごとのチームと連携しながら各種事業を計画実施して
いきたい。

リーグワンD3運営が南部協会として2年目となる本年、円滑で安全な運営ができるよう人材の確保育成に
努める。
高校・高専・大学の部員確保に向けての事業への支援を実施する。
その他に例年実施いている高校ラグビー交流会、高校交流戦・中学ラグビー交流戦、ルリーロカップ中学
交流大会、九州高専新人ラグビーフットボール大会へのレフリー派遣、役員会及び総会を実施予定。
R6年度は赤字となりR7年度においては事業緊縮状況となった。R8年度は事業を活性化し南部地区ラグ
ビー普及に努めたい。



　一般社団法人福岡県ラグビーフットボール協会の個人登録料を以下のお通り改める。

一般社団法人福岡県ラグビーフットボール協会

　　会　長　　荒　木　　英　二

競技者 未就学児 6歳以下 0円

小・中学生 7歳以上15歳以下 400円

高校生 16歳以上18歳以下 700円

大学生以上 19歳以上 1400円

スタッフ 高校生以下 18歳以下 0円

大学生以上 19歳以上 1500円

※年齢については毎年度の4月1日現在の満年齢とする。

※本料金については、2026年度の登録料から適用する。

参考

未就学児 小中学生 高校生 大学生以上 高校生以下 大学生以上

～6歳 7歳～15歳 16歳～18歳 19歳以上 ～18歳 19歳以上

日本協会 0 300 600 1,300 0 500

九州協会 0 300 700 1,300 0 500

福岡県協会 0 400 700 1,400 0 500

合計 0 1,000 2,000 4,000 0 1,500

日本協会 0 500 1,000 1,000 500 1,000

九州協会 0 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

福岡県協会 1,000 1,000 1,000 1,500 1,000 1,500

合計 1,000 2,500 3,000 3,500 2,500 3,500

△ 1,000 △ 1,500 △ 1,000 500 △ 2,500 △ 2,000

△ 1,000 △ 600 △ 300 △ 100 △ 1,000 △ 1,000

個人登録料の改定について

2026年5月23日

記

競技者 スタッフ

新料金

現行料金

差引（新-現行）
内、福岡県協会単価の増減



科 目

356,734 2,608,924

ジュニアアスリート
補 助 金 299,422

7,683,985 女子強化事業補助金 1,013,000

西日本シティ銀行 7,683,985 タ グ 事 業 補 助 金 392,000

西日本シティ銀行 0 　下 部 協 会
リーグワン運営補助金

150,000

機 関 誌 代 5,400

委員会活動費用 57,800

主管試合経費立替分 142,600

3 月 分 人 件 費 343,980

女子強化費立替分 204,722

8,040,719 1,036,068

医 務 費 0

6,413,589 仮 受 消 費 税 等 0

協会HP広告バナー
協 賛 金 0 大 西 基 金 1,000,000

主 管 試 合
運 営 清 算 残 2,917,397 雇 用 保 険 料 等 29,698

2025年度個人登録料 6,296 そ の 他 6,370

強化特別未収金 3,080,987

仮 払 事 業 残 金 0

ア ジ オ セ 関 連
（ 補 助 金 等 ） 408,909 10,809,316

312,938

14,454,308 14,454,308

未 収 金

繰 越 剰 余 金

前期繰越金

10,496,378

当期剰余金

現 金 未 払 金

普 通 預 金

現金、預金計 預 り 金

貸　　借　　対　　照　　表
令和8年3月31日現在

資　　　　産　　　　の　　　　部 負　　　　　債　及び　剰　　余　　金

科 目 金　　　　　　額 金　　　　　　額





　　　　　　　　福岡県協会

前　期　決　算　額 予　　　算　　　額 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要 前  期  決  算  額 予　　　算　　　額 摘　　　　　　　　　　　　　　　　要

前 期 繰 越 金 10,496,378 10,809,316 ( 事 務 費 )

旅 費 ・ 交 通 費 485,360 500,000 理事会交通費

チ ー ム 年 会 費 1,468,000 1,500,000 通 信 費 471,846 300,000 切手、ゆうメール

個 人 年 会 費 7,855,500 7,855,500 印 刷 費 229,747 200,000 コピー、封筒

チ ー ム 登 録 費 会 議 費 87,326 50,000 会場代、会議用お茶代

賛 助 会 制 作 費 174,559 50,000 県協会エンブレム

参 加 料 事 務 用 品 費 152,304 150,000 事務用品費

高校指導普及協賛金 990,000 990,000 高校決勝TV放映 人 件 費 4,068,392 3,600,000 事務員給与

補 助 金 642,000 800,000 賃 借 料 600,000 600,000 負担金

寄 付 金 150,000 300,000 ライオンズクラブ他 雑 費 304,888 300,000 新聞代、振込料

広 報 収 入 123,466 280,000 競 技 規 則 本 250,000 250,000

受 取 利 息 18,689 20,000 公 式 記 録 集 0 0

雑 収 入 357,999 400,000 登録制度事務受託収入他 支 払 手 数 料 279,418 200,000

法 定 福 利 費 538,842 500,000 社会保険等

( 事 業 費 )

指 導 普 及 費 2,434,120 3,160,391 各委員会活動費

強 化 費 4,491,224 4,000,000

高 校 普 及 費 762,300 660,000 全国高校大会県決勝放映料

負 担 金 250,000 250,000 福岡県スポーツ協会負担金

補 助 金 支 出 773,000 820,000 下部組織補助金

表 彰 費 0 0

事 業 費 408,909 500,000

法 人 税 325,566 300,000

寄 贈 費 0 0

業 務 受 託 収 入 23,268,849 15,500,000 リーグワン他収入 業 務 受 託 経 費 16,893,764 10,000,000 リーグワン他経費

強 化 特 別 収 入 11,649,785 9,000,000 成年少年女子他(スポ健・体協) 強 化 特 別 経 費 11,649,785 9,000,000 成年少年女子他(スポ健・体協)

アジアオセアニアラグビー交流収入他 8,108,339 8,000,000 福岡県委託事業 アジアオセアニアラグビー交流経費 8,108,339 8,300,000 福岡県委託事業

リーグワン運営補助金 180,000 240,000 下部組織のLO運営に対する補助金

中学女子選抜運営補助金 400,000 400,000

次 期 繰 越 金 10,809,316 11,124,425

合 計 65,129,005 55,454,816 合 計 65,129,005 55,454,816

　

　

　　特　記　事　項 　

　

　

九州ラグビーフットボール協会　殿
令和8年度　　収　支　予　算　書 (案)

項 目
収　　　　　入　　　　　の　　　　　部

項 目
支　　　　　出　　　　　の　　　　　部
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